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In an air conditioning system utilize floor chambers, air leakage in the chambers cannot be ignored. To accurately calculate the 
temperature changes in the chamber, gap characteristics value of the floorboard and ceiling must be estimated. In this paper, ventilation 
circuit network calculations for a house with different gap areas were carried out and the gap characteristics value was estimated. 
 
１．	はじめに 
 本研究で対象とする床吹出型全館空調方式[1]（以下，

本方式）は，床下空間を空調経路として活用している

（Figure 1）．	

	 既往研究[2]より，床下空間を通過する空気の温度変

化が床吹出空気の温度差に繋がっていることが確認さ

れた．この課題を解決するには，設計段階で床下空間

における断熱材の性能や設置場所及び空調経路等を検

討し，床吹出空気の温度計算によってその効果を検証

する必要がある．そのためには，床下空間内での空気

の流れを明らかにする必要があるが，床吹出空気の風

量を調査すると Table 1 に示すように，床下流入風量

（想定）と合計床吹出風量（実測）に差があることが

確認された．建物外皮の気密性は管理され施工されて

いるが，床下空間と居室の間にある床板の気密性は管	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

 
 
 
 
 
	

理されていない．そのため，床板と壁との間に存在す

る漏気が原因と考えられるが，隙間の詳細は明らかと

なっていない．そこで本報では，床吹出空気の温度計

算に必要な隙間の推定を目的として，一事例ではある

が(1)式の隙間特性値 n と(2)式の単位面積あたりの通

気率 a'を求めた．		

𝑄 = 𝑎・⊿𝑃
&
'・・・(1)	

𝑎 = 𝑎′・𝐴・・・(2)	

 

２．	対象住宅及び計算概要 
	 Table 2 に対象住宅の概要，Figure 2 に図面と測定点

を示す．空調室で空調された空気は，15 台の送風ファ

ンによって床下や居室へ送風される．床下は複数の小

空間に分割されており，送風空気は点検用に設けられ

た人通口を通過し床吹出口に到達する．床吹出口から	
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Figure 1. Diagram of system 
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Figure 2. Plan of house and measurement points 

Table 2. Overview of the residence 
所在地 群馬県太田市
構造 木造二階建て
延床面積 140.35[㎡]

送風ファン台数 15台

外皮平均

熱貫流率（UA値）
0.30[W/(㎡･K)]
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居室に吹き出された空気は，建具のアンダーカット等

を通過してレターン口に循環する．	

以上の空気循環経路を Figure 3 のように単純化し，

Table 3 に示す開口部の有効開口面積と（1）式及び（2）

式による隙間の影響を考慮した換気回路網計算を行い，

床吹出風量の実測値と計算値とを比較した（測定・計

算条件は Table 1 に示す 4条件）．有効開口面積αAは，

各開口部の寸法及び仕様書，既往研究[3]を参考に設定

した．計算に際して，LDK と 2 階ホール，洋室 2とロフ

トは吹き抜けで繋がっているため，それぞれ 1 つの室

として扱った．計算は，nは 1，1.5，2，a'は 0，5，10，

15，20 に変化させ，床吹出風量の実測値と計算値との

二乗平均平方根誤差が最小となるnと a'を推定値とし

て求めた．なお，通気率 a は床面積に比例して算出さ

れるものとして計算した．	

	

３．	分析結果 
	 Figure 4 に隙間特性値 n 及び単位面積あたりの通気

率 a’に関する分析結果を示す．n，a’の値によって二

乗平均平方根誤差が変化している．a'が 0 の時（隙間

を想定しない場合）は二乗平均平方根誤差が吹出口 1

個当り 50 ㎥/h 以上ある．n が 1，a'が 10 の時は二乗

平均平方根誤差が 13.9 ㎥/h と小さくなった．また，

a’が 10 より大きくなると二乗平均平方根誤差は大き

くなる．a’が 10 以上になると，同じ a’の値でも nの

値によって二乗平均平方根誤差の大きさも異なり，nが

2，つまり隙間が大きくなるほど，二乗平均平方根誤差

も大きくなる．以上より，n=1，a'=10 程度と推定した．	

 
４．	まとめ 
	 本報では，本方式が導入された住宅において，床吹

出風量の実測値と換気回路網計算による計算値との比

較を行い，隙間特性値と単位面積あたりの通気率を推

定した．その結果，n=1，a'=10 と推定でき，隙間を考

慮することで実測値と計算値は近似することが分かっ

た．今後は，以上の換気回路網計算を用いて床吹出空

気の温度差を低減する方法の検討を行う予定である． 
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[記号]	

Q：通過風量[㎥/h],		a：通気率[㎥/(h･Pa1/n)]	

⊿P：隙間の前後の差圧[Pa],		n：隙間特性値[-]	

a':	単位面積あたりの通気率[m/(h･Pa1/n)],		A：面積[㎡]	
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Figure 3. Ventilation circuit network of the residence 

Figure 4. Gap characteristics value and root mean square error 
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